
④西東京ボランティア・市民活動センター係

事 業 内 容 成果（○）・課題（▲）

１．広 報 活 動【重点取り組み事項】

＜ぼらんてぃあ倶楽部発行（個人登録者向け広報紙）＞

第５５号 平成２２年 ５ 月 １ 日発行

第５６号 平成２２年 ７ 月 １ 日発行

第５７号 平成２２年 ９ 月 １ 日発行

第５８号 平成２２年１１月 １ 日発行

第５９号 平成２３年 １ 月 １ 日発行

第６０号 平成２３年 ３ 月 １ 日発行

＜ＩＴの活用＞

(1).開設している西東京ボランティア・市民活動センター独自のホー

ムページを活用した(各ページアクセス数合計 12,777 回)

(2).メールニュースサイト「まぐまぐ」を利用して、月１回、メール

ニュースを発行した（発行 13～23 号、11 回：3 月発行休止）

＜武蔵野大学摩耶祭へ参加＞

参加日：22.10.22～24

内 容：武蔵野大学摩耶祭に参加し、パンフレット等を配布し、ＰＲ

を行った

＜市民まつりへ参加＞

参加日：22.11.14

内 容：市民まつり会場でパンフレット等を配布し、ＰＲを行った

２．災害時に備えた取り組み

＜2010 年首都圏統一帰宅困難者対応訓練に参加、実施＞

東京災害ボランティアネットワークが実施する帰宅困難者対応訓練に

参加。スタート地点のスタッフとして、ボランティアを紹介し、帰宅

困難者対応訓練参加者へ対応した

実 施 日：22. 9.25

実施場所:日比谷公園～武蔵中央公園他

３．講習会・学習会

＜夏！体験ボランティア２０１０＞

22. 5.17 受け入れ側説明会開催（団体・施設参加）

22. 6.18～ 7.3 参加申し込み受付期間

22. 7.10 参加者説明会開催（3 回）

22. 7.17～ 8.31 体験期間

22. 9.13 受け入れ側交流会開催（団体・施設参加）

参
加
者
状
況

小学生 中学生 高校生
大 学
短大等 社会人 合計

21 年度 28 人 42 人 44 人 16 人 10 人 140 人

22 年度 14 人 29 人 24 人 23 人 12 人 102 人

増減 -14 人 -13 人 -20 人 ＋7 人 ＋2 人 -38 人

受入れ

施設

団体状況

保育児童

関係

障がい

児者関係

高齢者

関 係

医療関係

その他
合計

前 年

比

団 体 2 7 0 11 20 2 減

施 設 24 15 25 0 64 11 減

▲メールニュースの定期購読

者を増やす努力が必要

○市内でのイベント等に参加

し、ボランティア・市民活

動センターの存在をＰＲす

ることができた

○災害に関する事業は地域福

祉推進係ですすめられるこ

ととなる。西東京市との調

整ならびにふれまち事業と

の協働での取り組みが積み

重ねられている



事 業 内 容 成果（○）・課題（▲）

＜地域ボランティアコーディネーター研修会＞

今年度は、北北ブロック６市が合同で「ボランティアコーディネータ

ー研修」を実施した。ボランティアコーディネーターのネットワーク

づくりと、ノウハウの提供を目的に研修会を開催

実 施 日：22. 6. 5

実施会場：西東京市柳沢公民館視聴覚ホール

対 象：施設、団体でボランティア受入窓口となっている人

講 師：遠藤信裕氏（社会福祉法人東京栄和会特別養護老人ホー

ムなぎさ和楽苑）櫻井菜穂氏（NPO 法人あかね会ゆうや

け子どもクラブ）安藤雄太氏（東京ボランティア・市民

活動センターアドバイザー）

内 容：ボランティア受け入れポイント学習会～ボランティアに

活躍してもらうには～

参加者数

<ボランティアはじめて講座>

これからボランティア活動を始めたい方を対象に講座を実施。講座実

施後に登録ボランティアとして活動を始める

実 施 日：22.6.15･22･29

実施会場：田無総合福祉センター

施設見学：社会福祉法人 悠遊

参加者数：18 名

４．ネットワークづくり

＜第９回ボランティアのつどい＞

「ボラフェス 2010～こだまする笑顔」準備

平成 22 年 4 月 18 日(日)の開催。平成 21 年 5 月より実行委員会を開

き実施に向け準備を行なう

実施予定日：22.4.18

場 所：田無小学校

実行委員会：13 回開催（実行委員数：13 人）

第 10 回ボランティアのつどい準備

＜ボランティア活動者懇談会＞

実 施 日：①23.2.25②23.3.11

場 所:田無総合福祉センター①第 1 会議室②第 3 会議室

参加者数：①18 名②16 名

内 容：①傾聴活動について②ボランティア活動で困っていること

講 師：①岡田弘子氏（心理カウンセラー）②山内淑子氏・水品寿

子氏（登録ボランティア）

<ボランティア活動団体交流会>

実 施 日：23.3.4

場 所：田無総合福祉センター第 3 会議室

参加人数：10 団体 15 名

内 容：きらっとシニア倶楽部の有馬将由氏を迎え、ボランティア

活動団体の PR 活動（活動内容をいかにして市民に伝える

か）についてのお話しを伺い、ワークを取り入れて意見の

交換を行なった

～研修会場～

はじめて講座～車椅子講習～

○体育館・校庭で各団体が紹

介ブースを開き、活動紹介

を行なう

○昨年から講演形式をとり、

懇談会を実施。今年度は要

望の高かった傾聴につい

て講演会を行なう。

参加団体

状況
児童関係

障 が い

児者関係

高 齢 者

関 係 そ の 他
合計

全 体 4 12 27 4 47

西東京市 0 4 2 2 8



事 業 内 容 成果（○）・課題（▲）

＜企業との連携・協力＞

(1).軒下ふれあいバザー

マックスバリュ田無芝久保店の協力を得て、ＮＰＯ法人、福祉施設、

ボランティア団体の参加によりバザーを開催

実 施 日：22.12. 5

参加団体：団体・施設 6 団体

(2).親子体験教室

シチズンホールディングス株式会社の親子体験教室（時計づくり）に

協力

実施日：22. 7.27

５．児童、生徒の福祉教育への協力

＜総合的な学習の時間への協力＞

市内小学校の総合的な学習の時間に、当事者（個人、団体）ボランテ

ィア（個人、グループ）を講師として紹介し、協力する。授業の組み

立て方やボランティアの活用について説明を行ない、学校側が主体と

なっての授業づくりを進めてもらえるよう努めた

※延べ３０件（小学校１０校）
実施日 学校名 対象 内 容 協 者

22. 6.17 泉 小 学 校 ６ 年 生 点 字 体 験 1 団体

22. 6.22 泉 小 学 校 ６ 年 生 手 話 体 験 3 人

22. 6.25 泉 小 学 校 ６ 年 生 車 椅 子 体 験 4 人

22. 7. 1 泉 小 学 校 ６ 年 生 ア イ マ ス ク 体 験 3 人

22. 9. 7 田 無 小 学 校 ４ 年 生 車 椅 子 講 演 2 人

22. 9. 9 田 無 小 学 校 ４ 年 生 車 椅 子 体 験 4 人

22. 9.16 田 無 小 学 校 ４ 年 生 点 字 学 習 1 団体

22. 9.17 田 無 小 学 校 ４ 年 生 手 話 体 験 1 団体

22. 9.27 谷 戸 小 学 校 ４ 年 生 ア イ マ ス ク 体 験 3 人

22. 9.27 向 台 小 学 校 ４ 年 生 視 覚 障 が い 者 講 演 2 人

22. 9.27 中 原 小 学 校 ４ 年 生 視 覚 障 が い 者 講 演 2 人

22. 9.27 中 原 小 学 校 ４ 年 生 ア イ マ ス ク 体 験 3 人

22.10. 7 谷 戸 小 学 校 ４ 年 生 点 体 験 1 団体

22.10.14 中 原 小 学 校 ４ 年 生 点 字 体 験 1 団体

22.10.29 芝久保小学校 ４ 年 生 ア イ マ ス ク 体 験 2 人

22.11. 4 住 吉 小 学 校 ６ 年 生 点 字 体 験 体 験 1 団体

22.11. 8 住 吉 小 学 校 ６ 年 生 手 話 体 験 1 団体

22.11.15 けやき小学校 ４ 年 生 視 覚 障 が い 者 講 演 2 人

22.11.22 住 吉 小 学 校 ６ 年 生 ア イ マ ス ク 体 験 1 人

22.11.30 住 吉 小 学 校 ６ 年 生 身 体 障 が い 者 体 験 1 人

22.11.30 住 吉 小 学 校 ６ 年 生 盲 導 犬 講 演 1 人

22.12. 3 住 吉 小 学 校 ６ 年 生 車 椅 子 体 験 4 人

22.12. 9 碧 山 小 学 校 ４ 年 生 点 字 体 験 1 団体

22.12. 9 けやき小学校 ４ 年 生 盲 導 犬 講 演 2 人

22.12.16 碧 山 小 学 校 ４ 年 生 手 話 体 験 1 団体

23. 1.20 芝久保小学校 ４ 年 生 盲 導 犬 講 演 2 人

▲参加団体との事前の打ち

合わせが十分にできず、

当日慌ててしまうケース

があった。

～シチズン親子体験教室～

～アイマスク体験～

～車椅子利用者の講演～



事 業 内 容 成果（○）・課題（▲）

23. 2. 1 榮 小 学 校 ４ 年 生 車 椅 子 講 演 2 人

23. 2. 2 榮 小 学 校 ４ 年 生 車 椅 子 体 験 4 人

23. 3. 2 芝久保小学校 ３ 年 生 車 椅 子 講 演 4 人

23. 3. 4 芝久保小学校 ３ 年 生 車 椅 子 体 験 4 人

＜都立高校奉仕活動教科への協力＞

都立高校における奉仕活動の教科へ協力した。都立高校 3 校からの相

談に応じ、職員を講師として派遣した

① 都立保谷高校(22. 5.13)

② 都立武蔵高校(22. 5.25)

③ 都立田無高校(22.10. 1)

６．ボランティア活動・市民活動の相談・コーディネートの状況

＜個人ボランティア登録者数(23.3.31 現在)＞

一般登録：423 人（男性 145 人、女性 278 人）（前年比 66 人増）

特技登録：114 人（男性 27 人、女性 87 人）（前年比 12 人増）

＜新規登録者数(23.3.31 現在)＞

一般登録： 87 人（男性 30 人、女性 57 人）

特技登録： 17 人（男性 6 人、女性 11 人）

（一般登録、特技新規登録合計の前年比 48 人増）

＜ボランティア活動相談・紹介状況＞

相談者区分 紹介件数
紹介ボラン

ティア数

紹介ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ数

高齢者施設 66 54 27

高齢者機関 1 2 0

障がい者施設 8 30 1

児童施設 3 10 0

高齢者団体 0 0 0

障がい者団体 4 22 0

養護学校 2 12 1

障がい児学級 14 24 0

ボランティアグル

ープ
1 6 0

在宅高齢者 8 16 0

在宅障がい児 1 0 0

在宅障がい者 32 31 1

在宅学齢児 0 0 0

在宅乳幼児 0 0 0

子ども会 3 14 1

▲登録者数を増やし、活動へ

の参加者を増やすことが

課題

＊高齢者施設からの依頼は、

施設から直接依頼をして

いることが多く、紹介とし

ては件数が減っている

＊子育てのサークルからの

依頼が多かった



事 業 内 容 成果（○）・課題（▲）

相談者区分 紹介件数
紹介ボラン

ティア数

紹介ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ数

子育て支援団体 26 66 0

在日外国人 5 0 0

市民活動団体 9 20 0

学校 28 82 9

企業 3 5 0

行 政 1 46 0

そ の 他 21 53 0

合 計 236 件 493 人 40 グループ

辞退 23 件 他機関紹介 2 件 見つからず 20 件 次年度継続 30 件

＜ボランティア保険加入者数＞

＜ボランティア活動団体相談＞

ＮＰＯなどの市民活動団体からの相談は「西東京市市民協働

推進センター」につないでいくケースが多かった。企業から

のボランティア活動に関する相談については、電話での説明

は行ったが、具体的活動な相談は少なかった。

７．ボランティア・市民活動センター（活動室）の運営

＜活動室利用状況＞

田無活動室：延べ４６９回利用（前年比 ７３回増）

保谷活動室：延べ２７８回利用（前年比 ２回増）

＜機材の貸し出し＞

プロジェクター、印刷機、コピー機、テレビ、ビデオデッキ、車椅子、

アイマスク、高齢者擬似体験セット等、市民活動に必要な機材・用具

を貸し出す（一部有料）

～相談窓口～

補償の種類 加入数 補償の種類 加入数

Ａプラン ２，４５０人 天災Ａプラン ８９人

Ｂプラン ７０９人 天災Ｂプラン １１人

Ｃプラン ２４人 天災Ｃプラン ９人

総加入数３，２９２人（前年比 ２０１人増）

ボランティア活動団体の活動希望に

関する相談
6 件

ボランティア活動・研修に関する相談 9 件

企業からの活動希望に関する相談 2 件

合 計 17 件



事 業 内 容 成果（○）・課題（▲）

８．調 査 活 動

＜各講座修了者に対するアンケート＞

実施時期：随時

対 象：講座終了後の受講者

目 的：今後の講座の内容に反映させるため

＜市民活動団体状況調査＞

実施時期：22.7 月

対 象：市内および近隣市の市民活動を行っている団体

目 的：どのような市民活動団体が存在しているかを把握し、そ

の内容をホームページへ掲載して市民への情報提供を行

うため実施

９．関係団体、機関との連絡調整

(1).連絡会、イベント等への参加（市内）

①西東京市日本語ボランティア連絡会に出席

②はつらつサロン夏祭りに参加(22.7.29)

③シチズン時計株式会社の親子体験教室に参加（22.7.27）

④武蔵野大学摩耶祭に参加(22.10.22～24)

⑤西東京市民まつりに参加(22.11.14)

⑥けやき小学校区青少年育成会事業への参加(23.1.9)

⑦随時、公立小中学校校長会、公立保育園園長会に出席

(2).連絡会等への参加（市外）

①ボランティア・市民活動センター長会議に出席

②区市町村ボランティア活動推進事務局連絡会議に出席

③夏体験ボランティア連絡会に出席

④北多摩北部ブロックボランティア担当者会議に出席

⑤帰宅困難者対応訓練実行委員会に出席

⑥ボランティア保険説明会に出席(23.2.26)

(3).講師派遣

①都立保谷高校での奉仕活動教科に講師派遣(22. 5.13)

②都立武蔵高校での奉仕活動教科に講師派遣(22. 5.25)

③都立田無高校での奉仕活動教科に講師派遣(22.10. 1)

(4).その他

①ＦＭ西東京の番組制作に協力（市民活動団体 11 団体紹介）

②実習生を受け入れた（9 人）

③2 団体(ばんびの会・支援センターハーモニー・)の講座を共催・

協力した

～市民まつり会場～

○職員を講師として派遣する

ことによりボランティア・

市民活動センターのＰＲを

することができた

～FM 西東京収録現場～



事 業 内 容 成果（○）・課題（▲）

１０．運 営 組 織

＜運営委員会の開催＞

ボランティア活動関係者 6 名で開催する。

第 1 回 22. 6.22

(1).委嘱状交付

(2).平成 21 年度事業報告について

(3).平成 22 年度の取り組みについて

第２回 22.10.25

(1).西東京ボランティア・市民活動センター運営委員会について

(2).平成 23 年度予算案・事業計画案について

第３回 22.12.14

(1).平成 23 年度運営委員会の概要について

(2).西東京ボランティア・市民活動センター運営委員会の役割に

ついて

第４回 23. 2. 8

(1).平成 23 年度運営委員会内容について

(2).西東京ボランティア・市民活動センター広報活動について

１１．財 源 づ く り

特定財源に頼らない事業運営を目指すための財源確保として、次の取

り組みを行った

(1).武蔵野大学摩耶祭に参加して綿あめを販売した

(2).西東京市民まつりに参加して綿あめを販売した

(3).軒下ふれあいバザーを開催し、綿あめを販売した

(4).ボランティアグループが作成したリサイクル品を委託販売した

(5).講座の参加費を徴収した

(6).機材の有料貸し出しを行った

(7).マックスバリュ田無芝久保店、事務所窓口に募金箱を設置した

(8).けやき小学校区青少年育成会主催のどんど焼きに参加して綿あ

めを販売した

１２．そ の 他

平成23年 3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震の被災者支援

のための救援物資受付時に、登録ボランティア延べ 64 名が参加し、

物資の仕分け作業を行った。

○販売事業を行うことによ

り、多少の自主財源を作る

ことができた

～軒下ふれあいバザー～

~救援物資受付～


